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本研究では，地域防災力向上を目指した水害リスクマネジメントシステムを

提案するために，水害リスクマネジメントの一環としてワークショップや避難

行動実験を実施し，防災意識の調査，水害時の住民の避難行動に関する基礎デ

ータの取得・分析をした．PDCA サイクルを 1 巡後，水害リスクマネジメント

手法が地域防災力向上に有効な手法であることが示されたと同時に，新たなニ

ーズとして，さらに地域の実情を取り入れたきめ細かなオーダーメイドの地域

防災計画の必要性が確認された．PDCA サイクル 2 巡目として，地域の実情を

さらに取り入れ，まち歩きを実施した結果，一時避難場所や地域独自の防災情

報システムの必要性が確認された． 
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